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平成 23 年 12 月 14 日 
運 輸 安 全 委 員 会 

 
旅客船第九十八あんえい号旅客負傷事故に係る 

勧告に基づく措置の状況について 
 
運輸安全委員会は、平成 21 年 4 月 30 日に沖縄県竹富町西表島北東方沖で発

生した旅客船第九十八あんえい号旅客負傷事故の調査において、平成 23 年 3 月

25 日に事故調査報告書の公表とともに原因関係者である有限会社安栄観光に対

して別添１のとおり勧告を行ったところですが、今般、勧告に基づく措置の状

況（実施計画書）について、別添２のとおり同社から報告を受けましたのでお

知らせします。 
 なお、同社から報告のあった勧告に基づく措置の状況は勧告に沿ったものと

なっています。 
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運委参第 ６４２ 号 

平成２３年３月２５日 

 

  有限会社安栄観光 

    代表取締役社長  殿 

 

                       運輸安全委員会 

                        委員長 後藤 昇弘 

 

 

旅客船第九十八あんえい号旅客負傷事故に係る勧告について 

 

本事故は、第九十八あんえい号が、基準経路から外れて西表島北東方沖のリーフ

沿いに波高約１.５ｍ～２ｍの東北東からの連続した波を左舷船首から受けて東南

東進中、船長が左舷船首方から接近する大波の接近に直前まで気付かずに原速力で

航行していたため、船首がその大波の波頂に乗って波間に落下し、前部客室の旅客

２人が、座席から身体が浮いて離れた後、座席に自由落下した衝撃で腰椎を圧迫骨

折したことにより発生したものと考えられる。 

本事故において、貴社が、安全管理規程に基づき、乗組員に対し、貴社の運航基

準等について、適切な安全教育を行っていなかったことは、本事故の発生に関与し

たものと考えられる。 

 

このことから、当委員会は、本事故調査の結果に鑑み、旅客の安全を確保するた

め、貴社に対して、運輸安全委員会設置法第２７条第１項の規定に基づき、下記の

とおり勧告する。 

 なお、この勧告に基づき講じた措置について、同法同条第２項の規定に基づき、

文書をもって報告されたい。 

 

記 

 

１ 安全管理規程等に係る安全教育について 

貴社は、貴社の運航基準等について、乗組員に対し、荒天時の安全運航方策等の
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内容を踏まえた適切な安全教育を継続的に行い、これらを乗組員に遵守させること。 

  

２ 運航する旅客船の実情に応じた荒天時安全運航マニュアルの作成及び遵守につ

いて 

貴社は、安全管理規程を確実に実施するため、運航する旅客船の大きさ、客室

の状況などを考慮して、経路、速力、シートベルトの着用、船体の動揺の少ない

客室への誘導など、荒天時の安全対策について検討し、荒天時安全運航マニュア

ルとしてとりまとめ、同マニュアルを乗組員に教育し、確実に遵守させること。 
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以下の添付資料については掲載を省略 

 

別紙－２ 「冬季・荒天下における高速旅客船の安全運航及び旅客

の安全に係る方策等について」 

別紙－３ 「冬季における高速旅客船の安全運航について 乗客の

安心・安全のために」 

別紙－４ 「安全管理規程（運航基準、作業基準、事故処理基準等）」 

別紙－５ 「安全運転講習」 

 

運輸安全委員会事務局 



運輸安全委員会 委員長定例記者会見(平成23年12月14日) 資料３関連

旅客船第九十八あんえい号旅客負傷事故に係る勧告に基づく措置の状況について

◇本事故の概要(H21.4.30発生)

[本事故の原因分析] (調査報告書公表日:H23.3.25)

◇本事故の概要(H21.4.30発生)
旅客船第九十八あんえい号は、船長及び甲板員１人が乗り組み、旅客２８人を乗せ、沖縄県西表島(い

りおもてじま)から沖縄県石垣市石垣島に向け航行中、平成２１年４月３０日０９時４０分ごろ、西表島
北東方沖において船体が縦に動揺した際に旅客２人が負傷した

◆本事故は 本船が 基準経路から外れ 西表島北東方沖 リ 沿 に波高約 東北東から 連続した波を左舷船首から受け 東南◆本事故は、本船が、基準経路から外れて西表島北東方沖のリーフ沿いに波高約１.５～２ｍの東北東からの連続した波を左舷船首から受けて東南
東進中、船長が左舷船首方から接近する大波（本件大波）の接近に直前まで気付かずに約２５～２６kn（原速力）で航行していたため、船首が本件大

波の波頂に乗って波間に落下し、前部客室の旅客２人が、座席から身体が浮いて離れた後、座席に自由落下した衝撃で腰椎を圧迫骨折したことに
より発生したものと考えられる。

◆本船が原速力で航行していたのは、船長が、大きな波に遭遇すると減速及び針路を変更して船体が縦に動揺するのを軽減しようとしていたものの、
波が通過すると原速力に戻していたことによるものと考えられる波が通過すると原速力に戻していたことによるものと考えられる。

◆船長が、本件大波の接近に直前まで気付かなかったのは、変針予定場所に接近したので、船首方及び右舷側リーフとの距離を確認するために右
舷船首方を見ていたことによるものと考えられる。

◆本船が基準経路から外れて西表島北東方沖のリーフ沿いを航行したのは、船長が、有限会社安栄観光（同社）の他船船長からの西表島北東岸の
リーフ沿いを航行すれば、リーフにより波が打ち消されるというアドバイスを思い出し、第１便復路より波による船体の動揺が小さくなると思ったこと、
及び安全管理規程の基準経路図を見たことがなく 本件経路が基準経路であると思い込んでいたことによる可能性があると考えられる及び安全管理規程の基準経路図を見たことがなく、本件経路が基準経路であると思い込んでいたことによる可能性があると考えられる。

◆船長及び甲板員が、旅客に船体の動揺が少ない後方の客室に座るよう船内放送等による案内や誘導を行わなかったこと、及び船長が、旅客に
シートベルトの着用を周知しなかったことは、本事故の発生に関与した可能性があると考えられる。

◆同社が、安全管理規程に基づき、乗組員に対し、‘安全管理規程の内容である運航基準及び作業基準並びに荒天時の旅客の安全対策’（同社の
運航基準等）について、適切な安全教育を行っていなかったことは、本事故の発生に関与した可能性があると考えられる。

[同社から提出された実施計画（別添２）] (H23.12.1)
[同社に対する勧告内容（別添１）] (H23.3.25)

１．安全管理規程等に係る安全教育について

同社は、同社の運航基準等について、乗組員に対し、荒天時の
安全運航方策等の内容を踏まえた適切な安全教育を継続的に行

１．安全管理規程等に係る安全教育についての実施計画
①旅客船の安全運航等についての安全教育の実施
（安全講習会年間教育実施計画書）

②教材（ＤＶＤ教材 安全管理規程等）安全運航方策等の内容を踏まえた適切な安全教育を継続的に行
い、これらを乗組員に遵守させること

②教材（ＤＶＤ教材、安全管理規程等）
③他の交通分野の専門家等の講師依頼
④運航管理者等が乗組員に対して、理解度のヒアリング実施

２．運航する旅客船の実情に応じた荒天時安全運航マニュアルの
作成及び遵守について

同社は、安全管理規程を確実に実施するため、運航する旅客船
２．運航する旅客船の実情に応じた荒天時安全運航マニュアルの作成

及び遵守についての実施計画同社は、安全管理規程を確実に実施するため、運航する旅客船
の大きさ、客室の状況などを考慮して、経路、速力、シートベルト
の着用、船体の動揺の少ない客室への誘導など、荒天時の安全
対策について検討し、荒天時安全運航マニュアルとしてとりまとめ、
同マニュアルを乗組員に教育し、確実に遵守させること

及び遵守についての実施計画
①既存の安全方策に「荒天下における旅客への安全対策要領」と各航
路の運航基準図に「荒天時運航の注意事項」を記載したものを添付し
て「荒天時安全運航マニュアル」を作成

②同マニュアルを安全講習会等での乗組員の安全教育資料とする


